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抗 PD-1 抗体治療に抵抗するメラノーマ病変の腫瘍細胞と浸潤リンパ球の解析 

 
 

１．研究の対象 
当大学での承認日から令和 4年 3月 31 日に、当院でメラノーマ切除術 

および抗 PD-1 抗体治療を受けた方 

 
２．研究目的・方法 
メラノーマは予後が悪い皮膚がんですが、近年、抗 PD-1 抗体という治療薬によってか

なり改善されました。抗 PD-1 抗体は患者さんの体内、とくにがんの周りにもともと存

在する T細胞という免疫細胞を活性化させてがんを退治させる薬剤です。最大の特徴は

効果の長さですが、これは一度活性化した T細胞が体内に長く残って、がんを退治し続

けるためと考えられています。しかし最近、数年間に渡って抗 PD-1 抗体によって病状

が安定していた患者さんの中でも病状が急に悪化する場合が多く見られる事が明らか

になってきました。原因としては T細胞の力が弱まっている場合と、がんが T細胞に見

つからないように性質を変えてしまう場合があると考えられています。こうした状況で

病状を安定させるには、悪化の原因ごとに対策をたてる必要がありますが、悪化の原因

についての研究解析は不十分なのが現状です。そこで本研究では抗 PD-1 抗体を投与し

ているにもかかわらず悪化して来た病巣から得られた生検組織や手術組織を解析して、

悪化の原因をあきらかにしつつ、効果的な対処法を開発するのが目的です。本研究では

当大学での承認日から令和 4年 3月 31 日に、当院でメラノーマ切除術および抗 PD-1 抗

体治療を受けた方の検体を対象にして研究を行います。 

 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
 情報：病歴、治療歴、画像データ 
試料：診療上の必要性によって採取された切除腫瘍、血液の一部 

 
４．外部への試料・情報の提供 
共同研究機関や研究の一部を委託する機関への試料・情報の提供は、当該試料・情

報を匿名化した上で行います。対応表は、当施設において個人情報管理者として指名

された者が責任をもって保管・管理します。 
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６．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの

代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先まで

お申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
 照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

山梨大学医学部皮膚科学講座 

田渕亜希子 

住所：409-3898 山梨県中央市下河東 1110 

メールアドレス：honobea@yamanashi.ac.jp 

Tel：055-273-9856 Fax:055-273-9856 

 
研究責任者： 

  千葉大学大学院医学研究院 皮膚科学 教授 松江 弘之 

 

研究代表者： 

 山梨大学医学部皮膚科学講座 田渕亜希子 

 


